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鋼重約 150 t
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た．また，この工法はアンカー削孔が不要となることで既
設橋脚を傷めず，鉄筋干渉リスクもなく工程短縮できるメ
リットがあり，以降の設計・施工する箇所にも適用した．
江戸川上をまたぐ 3 径間連続鋼床版箱桁橋は，合流部
橋梁の荷重を考慮した耐震解析を行い，支承取替え・耐震
連結工事を実施した．中間支点は河川上に位置するため，
大型ゴム支承（最大反力 10 000 kN 超，支承質量約
100 kN
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傷が限定的なものにとどまり，橋としての機能の回復が速
やかに行い得る耐震性能 2 を確保することにした．上部
工の 1 次部材は弾性範囲内にとどめ，2 次部材は塑性化を
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29 ਤ
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